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秋の森の歩き方 

 

秋の花を観察しよう 

 この時期を代表する花に、エゾトリカブトがありま

す。大変美しい花ですが、ドクウツギ、ドクゼリと並ん

で日本の三大毒草としても有名ですね。 

 他にも、キツリフネ、サラシナショウマ、ミズヒキ、

ミゾソバ、ハナタデ、キンミズヒキ、ユウゼンギクなど、

色々な花が咲いています。どちらかといえば地味な花

の方が多いかもしれませんが、爽やかな秋の森で観察

を楽しんでください。 

 

引っ付き虫を観察しよう 

 これはノブキの実（そう果）です。腺毛から粘液が分

泌され、衣服に粘着して運ばれます。秋の森には、この

ような「引っ付き虫」がよく観察されます。引っ付き方

にも、トゲやカギ爪のようなものなど色々な方法があり

ます。 

 種子の散布は植物にとっては、大変重要なことなので

す。それぞれの植物が生き残るためにいろいろな工夫を

しています。そんな植物の気持ちになって、観察しなが

ら歩いてみるのも一興です。 

 

植物の分類の仕方 

 植物観察をするときには、個々の植物の名前を知りたくなります。知っている植物の名前がだんだん

増えてくると、やがて、植物の分類の仕方が気になってくるのではないでしょうか。分類の仕方がある

程度身についていれば、知らない草花を見たとき、図鑑のどの部分を引けばよいか見当がつけられるよ

うになります。そうして、ますます、「植物博士」として周囲から認められるようになります。 

 生物は、界－門－綱－目－科－属－種、という階層によって分類されています。たとえば、ノブキは

植物界、種子植物門、被子植物亜門、双子葉植物綱、合弁花類（後生花被亜綱、キク亜綱）、キク目、キ

ク科、ノブキ属、ノブキというように分類されていきます。それぞれの階層の特徴を知っておくことが



大切なので、以下に掲載しておきます。参考にしていただければ幸いです。 

 

陸上植物の分類 

  

 

 

 

 

 

 

種子植物 

・根・茎・葉に分化し、維管束をもつ。 

・種子により繁殖する 

胞子植物 

コケ植物 

・植物の中で最初に出現（古生代シルル紀） 

・胞子で繁殖。配偶体が生活環の中心 

・胞子体は小型で配偶体上に寄生する 

・根や葉に分化せず、維管束もない 

 

シダ植物 

・胞子で繁殖。胞子体が生活環の中心。 

・配偶体は小型だが独立生活し、前葉体と呼ばれる。 

・根・茎・葉に分化し、維管束（仮導管）をもつ。 

セン類  …スギゴケ 

タイ類  …ゼニゴケ 

ツノゴケ類…ツノゴケ 

ヒカゲノカズラ類 

シダ類 
植物 

双子葉植物 

・子葉は２枚、まれに１枚、または３枚以上 

・幼根は発達して、主根となる 

・形成層が発達し二次成長をする。二次成長が強い場合は木本 

・葉は多くは葉身と葉柄に分かれ、しばしば托葉を持つ 

 

種子植物 

裸子植物  ・・・ソテツ科、イチョウ科、イチイ科、マキ科、マツ科、スギ科、 

・維管束は仮道管  ヒノキ科、イヌガヤ科 
・胚珠は裸出 

被子植物 （亜門） 

・維管束は道管 

・胚珠は子房につつまれる 

 

単子葉植物  …イネ科、ユリ科、ラン科、ヤシ科、 

タコノキ科 

・子葉は１枚で胚軸に頂生し、幼芽は側生 

・幼根は発達せず、やがてヒゲ根となる 

・葉は普通単葉で平行脈 

・ほとんどは形成層がなく、草本性がほとんど 

合弁花植物・・・キク科、キキョウ科、シソ科、ウリ科、サクラソウ科、ハマウツボ科 

・花弁が合生    ツツジ科、アカネ科、リョウブ科、モクセイ科、カキノキ科、ナス科 

・離弁花より進化 

双子葉植物 

離弁花植物・・・バラ科、セリ科、マメ科、アブラナ科、ナデシコ科、ケシ科、タデ科 

・花弁が離生    ブナ科、ニレ科、モクレン科、ウコギ科、ニレ科、ツバキ科、クワ科 

（界） 

（門） 

（綱） 

１０月の観察会案内 

＊ 10 月 5 日（日）「恵庭公園観察会」   10：00～12：00 恵庭公園駐車場集合・解散 

＊ 10 月 16 日（木）「秋の森の匂いをかごう」10：00～14：30 開拓の村集合・解散 

 


